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･左 - - a- uo+∑iWiXi (1･1)










1 (a,- ( :; i.fthe:W'isOe
で近似し,さらに時間も離散化してしまった
Z ( i+ 1) - 1 (∑jWj X j(i)- A ) (1･3)















xi(汗 1)- 1(∑iWり･Xj(tト ん･)L
図2 出力パルス頻度-の変換関数
(2･1)
となるoここで i-1,2,- ,n;nはニューロンの総数であるoシナプス結合 twij‖ま平均
読,分散ow2をもっひと山分布に従って分布しているランダムなものとしようoしきい値 thii
の分布も様々なものが考えられるが, ここでは平均 ㌃分散oh2に従 う正規分布を仮定するo










ou - nao2+ oh2
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の詳細は (wijh thiiによって決定されてゆくので, txi(i)) はシナプス結合としきい
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-ルスマン問題に対応したものを作 りあげるのである｡Hopfield and Tank はそのような
目的の評価関数 (エネルギー )をもっスピンあるいは神経系を作り,実際にシミュレー ション
を行なった｡その際にやはり上記の simulated annealingとは違って,確率法則は用いずモ
ンテカルロ法のかわりに (1･1),(1･2)のような微分方程式を用いることで,計算時間の短縮































が期待できるからである｡ここで (4･1)- (4･4)では全体にかかる定数を略した｡ 上記直交






















のような簡明なものとなる｡後の議論の整合性のために (4･5),(4･7)の∑ は さを除いた和ノ
としておく｡
この発展則 (4･7)は wij=wji という対称性を有する場合絶対 0度スピン系の緩和過程に
類似 している｡ひとつひとつの要素をこの規則によって順に修正してゆく過程はモンテカルロ
過程と同じで,系の ｢エネルギー｣











り 7n 乙 )
をとった体系について考察した｡その結果,記憶 (sl,-,sk) の間に特殊な相関がなく,記

















































Z - 1(W･x-A) (5･1)




















































wof〔u〕- Jdf′W(lf一打 )f(紘(f′,i)) (5･6)
























































しの も と しげ る
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